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研究成果の概要（和文）：音声障害を聴覚的印象から4段階に分類するGRBAS尺度を人工知能（AI）により判定す
る研究を行い、この研究を基盤とし特徴的な音声障害（声帯麻痺・声門上狭窄・痙攣性発声障害など）につい
て、AIで判別する研究を行った。また実臨床で簡単に利用するためにGRBAS尺度をAIにより判定するiPhoneアプ
リを作成、公開した。データが増えることでより高性能なAIを作成することが可能となるため、録音音声・録音
法を統一したうえで、音声および診療データの集約を実際にいくつかの協力研究機関で開始している。

研究成果の概要（英文）：We researched to determine the GRBAS scale, classifying voice disorders into
 four levels based on auditory impressions, using artificial intelligence (AI). Based on this 
research, we conducted a study to identify characteristic voice disorders (vocal fold paralysis, 
supraglottic stenosis, spasmodic dysphonia, etc.) using AI. We have also created and released an 
iPhone application that uses AI to determine the GRBAS scale for easy use in actual clinical 
practice. As more data becomes available, it will be possible to create a higher-performance AI, so 
we have started to consolidate voice and medical data at several collaborating research institutes 
after standardizing the voice recordings and recording methods.

研究分野：耳鼻咽喉科、音声

キーワード： 音声障害　人工知能　アプリ　スマートデバイス

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究ではAIで音声の質を評価できることを示したが、これは熟練した医師や言語聴覚士のようにもしくはそれ
以上に音声から診断及び障害の客観的・定量的な評価ができる可能性を示す学術的意義があるものであった。ま
たAIを用いた研究成果をスマートデバイスで使用可能とし、実際に臨床でAIによる音声障害の評価・診断支援を
手軽に活かしていくためのための道筋をつけ、検診や救急、地域医療等への幅広い応用の可能性がひろがる社会
的意義のある研究となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
音声障害は耳鼻咽喉科だけでなく内科でも日常的に遭遇する一般的な症候であるが、現状で

は診断及び障害の客観的・定量的な評価ができるのは熟練した医師や言語聴覚士がおり、専用の

検査機器などの設備の整った施設に限られてしまう。我々はこの現状を改善すべく従来から用

いられる主観的・客観的音声評価法を更に発展させ、一般的な症候である音声障害を手軽にそし

て正確に診断・評価し、すみやかに適切な治療へとつなげることを目指してきた。しかしながら

従来の主観的・客観的音声評価法には限界もあり、個々の医師の知識・経験によって行われる疾

患の推定や音声が持つ重要な身体情報の推測まで行うことは困難であるとされてきた。我々は

人工知能を活用した従来とは全く違うアプローチであれば臨床に携わる経験豊かな医師と同じ

ように咽喉頭疾患の推定、一般全身状態や呼吸状態、嚥下・構音機能等の推測までが可能ではな

いかと考えた。 

 
２．研究の目的 
 
声は声帯振動だけでなく声道形状やその動的変化、呼吸機能や空気力学的特性など様々な形で

心身状態の影響を受けながら変化する生体情報である。人間は優れた聴覚で音声の特徴抽出を

行い、音声情報を頼りに感情や体調まで読み取ることができる。臨床に携わる医師であれば、音

声情報から患者の抱える疾患や全身状態を推測することすら可能な場合がある。音声のデータ

を含んだ診療情報について人工知能（AI）を活用し、病的音声の客観的な評価・解析法を開発す

る。さらに健診や救急、地域医療等への幅広い応用を期待し、音声データをもとに患者の身体情

報や疾患の評価、診断を行う診断補助システムの開発を目指す。 

 
３．研究の方法 
 

A. 今までに蓄積された音声データや新たに録音した音声データを基に、TensorFlow、Chainer と

いった既存のアプリケーションフレームワークによって構成したディープラーニングの手法を

用いて、嗄声の重症度分類評価方法に関する研究を行う。これを更に発展させ疾患診断のための

高性能な学習済みネットワークを作成し、それを元に評価・診断支援プログラムを作成する。 

B. 一般化された医学的問題のための診断支援システム構築への応用を目指す。例えば患者の発

話データから、上気道炎等の疾患を診断支援することや一般全身状態や呼吸状態、嚥下・構音機

能、苦痛の程度、意識状態、精神疾患等を推定する。音声情報による身体情報推定を含めた包括

的な診断支援端末の構築をおこなう。 

C. 各協力研究機関（京都大学医学部附属病院、神戸中央市民病院、倉敷中央病院等の 10施設程

度予定）における音声収集システムおよび、データ集約システムの設計、実装しデータの蓄積を

すすめる。 

 
４．研究成果 
 

音声の評価をAIで行うにあたってまずはディープラーニングの手法を用い音声障害を聴覚

的印象から4段階に分類するGRBAS尺度を人工知能により判定する研究をすすめた。高性能

GPU・ワークステーションを購入し、TensorFlowなどといった既存のフレームワークを用

いてネットワークの設計と学習プログラム作成を行える環境を整備したことで学習のスピ



ードが向上し、評価・診断支援プログラムを作成し妥当性についても検討した論文を

Journal of voiceに投稿し採択されている。これは初年度に行った研究であるが音声障害

の評価や疾患の診断を行うシステムを開発する上で基盤となる研究となっており、特に特

徴的な音声障害（声帯麻痺・声門上狭窄・痙攣性発声障害など）について、ネットワーク

の設計と学習プログラムの作成を現在も継続して行っている。実際に声帯麻痺では非常に

高い精度で診断が可能であり、その成果は2021年の日本耳鼻咽喉科学会で発表した。また

実臨床で簡単に診断に利用できることを目指し、GRBAS尺度をAIにより判定するiPhoneア

プリを公開した。このアプリについての詳細はCOSM（Combined Otolaryngology Spring 

Meetings）2020 virtual (web開催)で発表し、Laryngoscopeに論文として投稿、採択され

ている。AIを用いた研究成果をスマートデバイスで使用可能とすることは実際に臨床でAI

による音声障害の評価・診断支援を手軽に活かしていくための下準備となると考えてい

る。さらにこのiPhoneアプリ用にAppleのCreate MLで作成したモデルと以前に発表した

TensorFlowで作成したGRBAS尺度をAIにより判定するモデルとの比較を行い、その成果は

COSM（Combined Otolaryngology Spring Meetings）2021 virtual (web開催)で発表し

た。 

我々は早稲田大学先進理工学部電気・情報生命工学科井上真郷研究室と共同開発した独自の音

響分析ソフトウェア Voice Analyzer「VA」を用いたシステムで検査、記録を行っている。この

「VA」の改良を行うことで録音音声・録音法を統一し、音声および診療データの集約をする

ために実際にいくつかの協力研究機関でのデータの蓄積を開始している。通常集める母音

の発声だけでなく、自由文での音声も録音しており、今後データが増えることでより高性能

な学習済みネットワークを作成することが可能となることが期待できる。 
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